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【２次スクリーニング】

令和元年度 令和２年度

市
町
協
議
会

【第2回】

・候補エリア(案)  

の検討

・導入可能性エリア

抽出条件の検討

（11月27日開催）

【第3回】

・候補エリアの
選定に係る方
針の確認

（12月18日開催）

【第4回】

・候補エリア
(案)の確認

（1月27日開催）

県
協
議
会

【第3回】

・ゾーニング
報告書の検討

（2月8日開催予定）

ゾ
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グ
実
施
計
画

適
地
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ア
の
決
定
、

２
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
取
組
む
市
町
の
決
定

④

候
補
エ
リ
ア
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決
定

⑥

ゾ
ー
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ン
グ
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ッ
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及
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ン
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書
公
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⑤

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
実
証

現
地
調
査
・ヒ
ア
リ
ン
グ

【第2回】

・令和元年度の
進捗確認

・令和２年度の取
組み内容検討

（10月27日開催）

パブリック
コメント実施

• 本日の協議会の意見を反映させたうえで、「候補エリア」として決定する。
• 第３回県協議でゾーニングの実証結果をご確認いただき、意見を反映させたゾーニングマップ及び

ゾーニング報告書を作成、パブリックコメントを実施したのちに公表する。

候
補
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リ
ア
の
選
定
に
係
る

方
針
の
再
検
討

協議会
意見の
反映

ヒ
ア
リ
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の
再
実
施

■今年度のスケジュール
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令和３年度以降

候
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ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
（利
害
関
係
者
と
の
協
議
・調
整
）

再
エ
ネ
海
域
利
用
法
の
手
続
き
（促
進
区
域
の
指
定
）

海
域
の
占
有
（事
業
計
画
・環
境
影
響
評
価
・

風
力
発
電
施
設
の
建
設
～
稼
働
～
撤
去
）

2～3年 3～5年 最大30年



今後のスケジュール 参考資料

■次年度以降について

• ゾーニング後（次年度以降） ：利害関係者の協議継続、候補海域をﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ（2～3年）。

• 再エネ海域利用法の手続き段階：利害関係者を含む協議会にて、促進区域指定に向けた協議。
この結果を国に情報提供（この段階で区域を明確化）。

• 国による発電事業者の選定後 ：事業者と利害関係者が具体的な漁業協調等を協議・調整。

利害関係者
の関わり

継続協議・調整
（2～3年）

事業者と事業計画・
漁業協調等の協議・調整

利害関係者を
含む協議会 参考資料


